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第
２
回
写
真
展
「
美
し
い
日
本
」

開
催
に
向
け
準
備
ス
タ
ー
ト

会
員
の
皆
様
も
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
第
２
回

写
真
展
の
日
程
と
場
所
が
決
ま
り
、
開
催
に
向
け
て
写
真
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
準
備
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
会
場
が
「
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
」
に
変
わ
り
、
前
回
よ
り
も
会
場
が
広
く
な
り
ま
す
の
で
多
く
の
会
員

の
方
に
ご
出
展
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
作
品
を
ご
覧
に
お
出
掛
け
下
さ
る
お
客
様

に
喜
ん
で
観
て
頂
け
る
写
真
展
と
す
べ
く
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の

で
会
員
の
皆
様
も
積
極
的
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
1
月
に
開
催
し
ま
し

た
定
時
総
会
の
折
に
、
写
真

展
担
当
の
藤
枝
幹
事
よ
り
説

明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
第
2

回
写
真
展
が
実
現
に
向
け
動

き
出
し
ま
し
た
。

8
月
11
日
に
開
い
た
役
員

会
で
写
真
展
の
開
催
に
つ
い

て
の
詳
細
な
内
容
を
時
間
を

か
け
て
検
討
致
し
ま
し
た
。

第
１
回
写
真
展
は
平
成
１

９
年
11
月
30
日
〜
12
月
5
日

ま
で
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
仙

台
に
て
58
名
の
会
員
の
方
が

作
品
を
出
展
さ
れ
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の
写
真
展
開
催

も
当
初
は
皆
様
に
お
馴
染
み

の
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
仙
台

の
会
場
を
念
頭
に
置
き
交
渉

を
進
め
た
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
借
り
る
事
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
無
料
で
借
用

で
き
る
他
の
会
場
も
色
々
当

た
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
会

員
皆
様
の
作
品
を
一
同
に
展

示
で
き
る
広
さ
の
適
当
な
会

場
が
無
く
、
仙
台
市
の
施
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
「
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」
に

当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
予
約
が

非
常
に
多
く
入
っ
て
い
ま
し

た
が
、
何
と
か
平
成
22
年
2

月
4
日
〜
2
月
10
日
（
準
備

・
撤
去
日
を
含
む
）
の
期
間

で
仮
予
約
を
取
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
但
し
、
こ
の
施
設

は
皆
様
ご
存
知
の
通
り
有
料

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
使
用
料
は

概
算
で
１
８
２
，
０
０
０
円

（
施
設
の
み
）
掛
か
り
、

そ
の
他
展
示
の
用
具
類
費
用

が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

前
回
は
写
真
展
の
案
内
ハ
ガ

キ
、
目
録
、
マ
ス
コ
ミ
案
内

用
資
料
、
事
務
費
、
竹
内
敏

信
名
誉
顧
問
、
椎
名
顧
問
の

作
品
借
用
料
他
で
会
員
皆
様

の
共
通
費
と
し
て
、
５
，
０

０
０
円
の
ご
負
担
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
会
場

費
も
必
要
に
な
り
、
お
一
人

１
０
，
０
０
０
円
の
共
通
費

ご
負
担
を
お
願
い
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。
出
展
作
品
は

基
本
的
に
ご
自
分
で
作
品
選

定
か
ら
額
装
ま
で
ご
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
出
展
数
は

お
一
人
原
則
２
点
以
内
（
半

切
・
ク
リ
ス
タ
ル
プ
リ
ン
ト

・
マ
ッ
ト
も
黒
で
統
一
）
額

は
貸
出
用
が
有
り
ま
せ
ん
の

でA
3
0
0

又
はA

1
0
0
0

の
黒

枠
額
を
ご
自
分
で
ご
用
意
頂

き
ま
す
。
詳
し
い
事
は
「
第

２
回
写
真
展
〔
美
し
い
日

本
〕
開
催
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
何
か
分
か

ら
な
い
事
、
ご
相
談
し
た
い

事
等
有
り
ま
し
た
ら
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
幹
事
の

皆
様
か
竹
内
顧
問
、
鈴
木
会

長
に
ご
相
談
、
ご
連
絡
を
し

て
下
さ
い
。

顧
問
・竹
内

正

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
入
賞
者

旅
写
真
撮
影
ガ
イ
ド
シ
リ
ー
ズ

「
夏
か
ら
初
秋
の
撮
影
地

厳
選
２
０
０
景
」
に
掲
載

秋
葉

健
一
「
八
幡
平
」
「
奥

入
瀬
渓
流･

石
ヶ
戸
」

渡
邉

善
夫
「
鈴
沼
」
「
月
山

･

弥
陀
ヶ
原
」
「
月
山･

仏
生
池

小

屋
」

「
中

瀬
沼

展
望

台
」

「
尾
瀬･

大
江
湿
原
」

風
景
写
真

９-

⒑
月
号

プ
リ
ン
ト
部
門
優
秀
作
品
賞

幸
野

収
三
「
自
然
の
彫
刻
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

平
成
21
年
6
月
以
降
に
入
会
さ

れ
た
会
員
さ
ん
で
す

山
形
県
山
形
市

山
内

計
一

宮
城
県
石
巻
市

横
須
賀

淳

以
上
2
名
の
方
が
入
会
さ
れ

8
月
現
在
96
名
で
す
。

★
当
会
会
員
の
写
真
展
紹
介

山
形
県
鶴
岡
市

南

正
一

「
一
人
で
旅
す
る

庄
内

藩

武
士

紀
行

」

場
所

庄
内
余
目
第
四
公
民
館

山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
南
野

字
十
八
軒
21-

１

電
話
０
２
３
４･

４
４･

２
１
６
２

期
間

8
月
8
日
（
土
）
〜

9
月
8
日
（
火
）
ま
で

時
間

午
前
８
：
30
〜
午
後
５
時

「
自
分
を
見
つ
め
る
た
め
の

旅
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
て
い

ま
す
。
先
般
、
鈴
木
会
長
が
こ

の
写
真
展
を
拝
見
に
行
っ
て
感

動
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
が
大
変
遅
く
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
も
機

会
が
ご
座
い
ま
し
た
ら
、
是
非

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
。

谷

川

岳

一

の

倉

沢

平泉･中尊寺 月山･弥陀ヶ原宮城･七北田公園

色
彩
の
鮮
や
か
な
秋

は
風

景
写
真
撮
影
に
絶
好
の

季
節

竹
内
顧
問
の
撮
影
術

を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

秋
は
植
物
が
最
も
華

や
ぐ

時
期
で
あ
る
と
同
時
に

、
生

物
の
終
焉
を
思
わ
せ
る

寂
し

さ
も
感
じ
る
頃
で
も
あ

り
ま

す
。撮

影
に
際
し
て
は
、

被
写

体
に
何
を
感
じ
た
か
：

感
じ

た
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
す
事
が
重

要
で

す
。
以
下
イ
メ
ー
ジ
を

想
定

し
た
撮
影
技
法
を
考
え

て
み

ま
し
た
。

１
―
紅
葉
の
表
現

赤
色
は
明
る
く
（
プ

ラ
ス

補
正
）
描
写
す
る
と
華

や
か

な

雰

囲
気

と

な

り

、

暗
く

（
マ
イ
ナ
ス
補
正
）
写
す
と

沈
ん
だ
暗
い
情
景
と
な
り
ま

す
。ま

た
光
線
の
状
況
に
よ
っ

て

も

異
な

り

ま

す

。

晴
天

時

、

逆
光

線

で

撮

影

す
る

と
、
輝
い
て
華
や
か
な
雰
囲

気
と
な
り
、
雨
、
暗
い
曇
天

の
時
写
す
と
、
沈
ん
だ
情
景

と
な
り
ま
す
。

２
―
黄
葉
の
描
写

紅
葉
と
同
じ
で
す
が
、
暗

く
す
る
と
色
が
濁
っ
て
汚
く

な
り
ま
す
の
で
明
る
め
に
撮

影
し
ま
し
ょ
う
。

雨
に
濡
れ
た
落
ち
葉
は
特
に

哀
愁
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

３
ー
草
紅
葉

湿
原
に
見
ら
れ
る
草
紅
葉

は
水
の
使
い
方
に
よ
り
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
り
ま
す
。
水
面

をP
L

で
暗
く
し
て
水
草
を
輝

か

す
と

派

手
な

表
現

と

な

り
、P

L

を
利
か
さ
ず
水
面
の

反
射
を
生
か
す
と
郷
愁
を
呼

び
ま
す
。

４
ー
背
景
の
活
用

い
ず
れ
も
背
景
と
の
組
合

せ
に
よ
り
情
景
は
大
き
く
変

り
ま
す
。
「
寺
社
、
茅
葺
き

屋
根
、
都
会
の
ビ
ル
、
雲
、

山
、
水
面
、
公
園
」
等
々

５
ー
晩
秋

晩
秋
に
な
る
と
、
益
々
哀

愁
感
が
漂
っ
て
き
ま
す
。
木

々
に
残
っ
た
枯
れ
葉
、
落
ち

葉
等
、
雰
囲
気
を
出
す
に
は

柔
ら
か
い
斜
光
線
を
生
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
様
に
も
す
っ
か
り
お
馴
染

み
と
な
り
ま
し
た
当
協
会
協

賛
、
さ
く
ら
観
光
株
式
会
社

主
催
、
竹
内
顧
問･

鈴
木
会
長

が
同
行
講
師
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
撮
影
ツ
ア
ー
の
第
19

回

企

画

が

発
表

さ

れ

ま

し

た
。
今
回
は
長
野
方
面
で
の

紅
葉
の
撮
影

で
、
10
月
13
日

（
火
）
〜
15
日
（
木
）
の
２

泊
3
日
で
行
わ
れ
ま
す
。
バ

ス
の
運
転
手
は
撮
影
場
所
に

詳
し
く
、
親
切
で
木
目
の
細

か
い
心
使
い
を
し
て
く
れ
ま

す
勝
本
さ
ん
。
ガ
イ
ド
は
大

変
元
気
で
色
々
勉
強
し
楽
し

ま

せ

え
く

れ

る

佐

々

木
嬢

（
？
）
が
同
行
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
撮
影
行
程
は
出
発

当
日
、
乗
鞍
高
原
に
て
夕
日

に
映
え
る
紅
葉
撮
影
を
楽
し

み
、
乗

鞍
高
原･

ヴ
ィ

ラ
乗

鞍
に
宿
泊
。
翌
日
は
朝
の
斜

光
線
に
映
え
る
紅
葉
撮
影
を

行
い
食
後
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
経

由
で
畳
平
に
て
雄
大
な
景
色

を
撮
影
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ー

白
馬
ー
栂
池
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ

ト
ー
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
利
用

し
て
栂
池
自
然
園
に
、
お
天

気
が
良
け
れ
ば
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
か
ら
の
紅
葉
も
最
高
に
良

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
然
園

周
辺
で
紅
葉
撮
影
し
、
栂
池

ヒ
ュ
ッ
テ
に
宿
泊
。
翌
日
栂

池
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
の
日
の
出

と
早
朝
撮
影
を
行
い
、
朝
食

後
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ･

ゴ
ン
ド

ラ

リ
フ

ト
を

利

用
し

て
下

り
、
塩
の

道
沿
い
に
あ
る
静

か
な
佇
ま

い
の
百
体
観
音
を

撮
影
後
仙

台
に
戻
り
ま
す
。

今
年
の
東

北
の
紅
葉
は
天
候

不
順
で
余

り
期
待
出
来
ま
せ

ん
が
、
長

野
方
面
は
比
較
的

好
天
に
恵

ま
れ
、
綺
麗
な
紅

葉

が

期

待

で

き

ま

す

。

ま

た
、
お
天

気
が
良
け
れ
ば
素

敵
な
星
の

撮
影
も
で
き
る
の

で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。
是
非

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

旅

行

代

金

は

お

一

人

４

９
，
８
０

０
円
で
募
集
人
員

は
35
名
で
す
。

お
申
し
込
み
は

さ
く
ら
観
光
（
株
）

旅
行
事
業
部

藤
原
雅
信

電
話
は

０
２
２･

２
５
８･

３
９
１
０

今
年
春

に
実
施
予
定
で
あ

っ
た
第
１

回
撮
影
実
習
セ
ミ

ナ
ー
開
催

が
決
定
い
た
し
ま

し

た

。

日

時

は
11
月
11
日

（
水

）
午
前
9
時
30
分

〜
午

後
5
時
ま
で
、

撮
影
は
35
ミ

リ
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
に
て
勾

当
台
公
園

及
び
定
禅
寺
通
り

と
西
公
園

で
実
施
。
講
評
会

場
は
戦

災
復
興
記
念
館
4
階

研
修
室
を

利
用
。
費
用
は
お

一
人
２
，

０
０
０
円
（
現
像

代･

講
評
会
場
費･

講
師
代
に

充
当
）
フ

ィ
ル
ム
は
各
自
持

参
に
て
対

応
し
て
頂
き
、
撮

影
後
、
吉
田
カ
メ
ラ
仙
台
本

店
に
て
午
前
12
時
〜
午

後
2

時
の
間
に
現
像
（
1
本
）
。

出
来
上
が
っ
た
ポ
ジ
を
戦
災

復
興
記
念
館
４
階
研
修
室
に

て
各
自
3
コ

マ
選
定
。
竹
内

顧
問
に
よ
る
講
評
と
勉
強
会

を
行
い
ま
す
。

参

加

人

数

は

20
名

限

定

（
先
着
申
し
込
み
順
）
と
な

り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
セ
ミ
ナ
ー

担
当

丸
山
幹
事
長
へ
携
帯

０
９
０

（
５
５
９
４
）
１
４
３
９



八
幡
平
の
山
頂
付
近
は
濃

緑
の
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
に

覆
わ
れ
、
山
腹
に
は
ブ
ナ
林

の
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

東
北
自
動
車
道
を
松
尾
八

幡
平
Ｉ
Ｃ
で
お
り
西
方
八
幡

平
へ
向
か
う
。
Ｔ
字
路
を
右

（
北
）
へ
折
れ
る
と
ア
ス
ピ

ー
テ
ラ
イ
ン
に
続
き
、
左
に

折
れ
る
と
八
幡
平
温
泉
郷
、

松
川
温
泉
に
至
る
。
こ
の
道

路
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
る
の

が
松
川
で
、
玄
武
岩
の
柱
状

節
理
の
渓
谷
に
ブ
ナ
、
カ
エ

デ
な
ど
の
落
葉
樹
が
彩
り
を

添
え
る
。
森
の
大
橋
の
上
か

ら
渓
谷
を
入
れ
て
全
貌
を
撮

る
の
も
良
し
、
遊
歩
道
か
ら

川
原
に
降
り
て
、
清
流
と
岸

壁
と
紅
葉
の
お
り
な
す
風
景

を
捉
え
る
の
も
興
味
深
い
。

縦
、
横
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
変

え
な
が
ら
様
々
な
色
彩
を
捉

え
て
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、

紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
に

つ
か
る
こ
と
も
で
き
る
。

松
川
渓
谷
の
撮
影
を
楽
し

ん
だ
ら
、
樹
海
ラ
イ
ン
に
出

て
八
幡
平
方
面
へ
は
車
で
30

分
足
ら
ず
の
登
り
道
で
あ

る
。
は
じ
め
の
う
ち
は
遠
望

き
か
な
い
が
、
カ
ー
ブ
を
曲

が
る
ご
と
に
紅
葉
の
様
子
が

変
わ
っ
て
面
白
い
。
こ
の
コ

ー
ス
は
車
の
通
行
も
多
く
な

い
の
で
適
当
な
と
こ
ろ
に
車

を
停
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
て
み
よ
う
。
八
幡
平
に
近

づ
く
に
つ
れ
て
、
雄
大
な
山

容
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
手

前
の
落
葉
樹
の
黄
葉
や
点
在

す
る
楓
の
赤
が
、
背
景
の
ア

オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
に
映
え
て

美
し
い
。
朽
ち
か
け
て
な
お

凛
と
し
て
立
つ
ア
オ
モ
リ
ト

ド
マ
ツ
も
ま
た
ポ
イ
ン
ト
と

な
ろ
う
。

籐
七
温
泉
に
至
る
と
、
湧

き
出
る
蒸
気
と
紅
葉
が
不
思

議
な
情
景
を
か
も
し
出
す
。

近
く
に
蓬
莱
境･

蓬
莱
沼
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
４
ｋ

ｍ
）
が
あ
り
、
蓬
莱
沼
は
周

り
の
樹
木
と

調
和
し
て
幻

想
的
な
風
情

を
示
し
て
い

る
。
こ
こ
か

ら
見
返
り
峠

は
す
ぐ
で
、

ア
ス
ピ
ー
テ

ラ
イ
ン
に
落

ち
あ
う
。
山

頂
付
近
か
ら

八
幡
沼
め
ぐ

り
を
す
る
の
も
良
い
。
ま
た

秋
田
県
側
に
下
っ
て
、
大

沼
を
一
回
り
し
て
草
紅
葉
を

味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

標
高
と
地
形
の
変
化
に
よ

り
、
紅
葉
の
進
行
も
異
な

り
、
10
月
中
ど
こ
か
で
紅

葉
の
見
ご
ろ
に
出
会
え
る
の

も

八
幡
平

の
魅

力
で
あ

る
。

（
秋
葉
健
一
）
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前
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ

ラ
博
物
館
の
記
事
に
も
あ

る
よ
う
に
、
カ
メ
ラ
の
発

展
は
写
真
の
歴
史
そ
の
も

の
で
す
。
最
初
は
外
国

（
特
に
ド
イ
ツ
な
ど
）
の

物
真
似
だ
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本

人
の
器
用
さ
は
独
自
の
路

線
を
築
い
た
の
で
す
。
私

は
昭
和
40
年
代
の
カ
メ
ラ

か
ら
し
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
近
年
そ
れ
以
前
の
カ

メ
ラ
に
も
興
味
を
持
ち
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
集
め
始

め
て
、
そ
の
奥
深
さ
に
感

動
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て

を
述
べ
た
ら
と
て
も
字
数

が
足
ら
な
い
の
で
、
一
つ

だ
け
採
り
上
げ
ま
す
。

そ
れ
は
オ
リ
ン
パ
ス
ペ

ン
の
歴
史
で
す
。
１
９
５

９
年
（
昭
和
34
年
）
10
月

に
発
売
さ
れ
た
「
オ
リ
ン

パ
ス
ペ
ン
」
は
ハ
ー
フ
サ

イ
ズ
カ
メ
ラ
の
大
ブ
ー
ム

を
起
こ
し
ま
し
た
。
１
９

８
３
年
ま
で
ペ
ン
シ
リ
ー

ズ
は
１
７
０
０
万
台
生
産

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

画
面
が
24×

18
ミ
リ
で

ラ
イ
カ
版
の
半
分
な
こ
と

か
ら
ハ
ー
フ
カ
メ
ラ
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム

が
ラ
イ
カ
版
の
半
分
な
の

で
倍
の
枚
数
撮
れ
、
小
型

で

軽
量
、
価
格
が
手
ご

ろ
、
少
々
画
質
が
悪
く
て

も
、
旅
行
に
は
最
適
な
カ

メ
ラ
で
し
た
。

キ
ャ
ノ
ン
、
リ
コ
ー
、

フ
ジ
カ
な
ど
も
新
製
品
を

投
入
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン

パ
ス
は
次
々
に
新
し
い
機

能
を
詰
め
込
み
、
最
後
に

は
一
眼
レ
フ
も
発
売
し
ま

し
た
。
今
で
も
市
場
で
高

価
な
一
品
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ー
フ
版
は
団
塊
の

世
代
で
は
、
た
ぶ
ん
一
回

は
手
に
し
て
い
る
カ
メ
ラ

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
奇
し
く
も
ペ
ン
発
売

か
ら
50
年
目
の
今
年
、
同

名
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

発
売
に
な
っ
た
の
を
、
な

つ
か
し
く
思
う
の
は
歳
を

と
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
い
）
。（

丸
山
慎
一
）

中
判
カ
メ
ラ
の
良
い
と
こ
ろ

画
面
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

描
写
力
が
高
い

６
４
５
判
で
35
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
の
2.

7
倍
の
画
面
サ

イ
ズ
は
引
き
伸
ば
し
の
際

に
、
細
か
な
粒
状
性
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
階

調
性
、
解
像
度
、
シ
ャ
ー
プ

ネ
ス
な
ど
で
優
れ
て
い
て
描

写
力
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
じ
っ
く
り
構
え
て
撮
る

こ
と
が
で
き
る
風
景
写
真
に

特
に
向
い
て
い
る
と
思
う
。

フ
ィ
ル
ム
交
換
が
可
能

マ
ミ
ヤ
６
４
５
の
場
合
は

撮
影
の
途
中
で
フ
ィ
ル
ム
ホ

ル
ダ
ー
の
交
換
が
可
能
で
あ

る
。
複
数
の
フ
ィ
ル
ム
ホ
ル

ダ
ー
を
用
意
し
て
お
け
ば
撮

影
条
件
に
合
う
フ
ィ
ル
ム
の

使
い
分
け
が
可
能
に
な
る
。

（
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
６
４
５
は

交
換
不
能
。
）

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
的
確

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
が
大
き
く

見
易
い
の
で
、
ピ
ン
ト
合
わ

せ
に
は
、
大
変
有
難
い
。
ま

た
、
画
面
の
中
に
入
り
込
ん

で
い
る
、
余
計
な
も
の
を
見

つ
け
や
す
い
。
結
果
と
し
て

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
決
め
易
い

こ
と
に
つ
な
が
る
。

本
質
的
な
こ
と
で
は
な
い

が
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
点
検

も
や
り
易
い
。
サ
イ
ズ
の
大

き
い
ブ
ロ
ー
ニ
ー
フ
ィ
ル
ム

は
か
な
り
楽
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

中
判
カ
メ
ラ
の
注
意
点

装
備
が
重
く
て
大
変

中
判
カ
メ
ラ
の
弱
点
・
難

点
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

う
。
ま
ず
は
大
き
く
て
重
い

こ
と
。
カ
メ
ラ
が
重
い
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
を
支
え
る

三
脚
も
大
き
く
重
い
も
の
に

な
る
。
私
が
普
段
使
っ
て
い

る
装
備
で
も
カ
メ
ラ
本
体
・

交
換
レ
ン
ズ
・
三
脚
そ
の
他

を
ま
と
め
る
と
１
５
ｋ
ｇ
ぐ

ら
い
に
は
な
る
。

機
動
性
が
劣
る
こ
と

一
眼
レ
フ
タ
イ
プ
な
ど
は

改
良
が
進
み
大
分
使
い
勝
手

が
良
く
な
っ
た
と
は
い
う
も

の
の
、
フ
ィ
ル
ム
の
装
て
ん

・
交
換
が
結
構
面
倒
で
あ

る
。
朝
夕
の
刻
々
と
変
わ
る

情
景
撮
影
で
は
、
あ
せ
っ
て

し
ま
い
失
敗
す
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
機
敏
に
動

き
回
る
こ
と
が
難
し
い
。

ブ
レ
対
策
が
肝
要

カ
メ
ラ
の
機
構
上
か
ら
35

ミ
リ
判
と
同
じ
被
写
界
深
度

を
得
よ
う
と
し
た
場
合
、
２

段
分
余
計
に
絞
り
込
む
必
要

が
あ
る
。
当
然
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド
も
遅
く
な
る
の
で

カ
メ
ラ
ブ
レ
・
被
写
体
ブ
レ

に
は
特
に
神
経
を
使
う
。
フ

ォ
ー
カ
ル
プ
レ
ー
ン
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
”
ガ
シ
ャ
ッ
”
と
音

を
た
て
て
切
れ
る
と
「
シ
ャ

ッ
タ
ー
音
が
い
い
ね
」
な
ど

と
い
わ
れ
て
悪
い
気
は
し
な

い
の
だ
が
、
こ
れ
は
ブ
レ
写

真
の
大
き
な
原
因
と

も
な

る
。
一
眼
レ
フ
タ
イ
プ
で
は

カ
メ
ラ
の
中
の
ミ
ラ
ー
動
作

に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
も
少
な
く

な
い
。
こ
の
た
め
ミ
ラ
ー
ア

ッ
プ
機
構
が
つ
い
て
い
る
場

合
は
活
用
す
る
と
よ
い
。

ま
た
カ
メ
ラ
に
耐
え
ら
れ

る
三
脚
は
も
ち
ろ
ん
、
望
遠

レ
ン
ズ
を
使
う
と
き
の
補
助

具
と
レ
リ
ー
ズ
は
必
携
で
あ

る
。
そ
の
上
で
軟
弱
な
地
面

に
三
脚
を
立
て
た
と
き
な
ど

は
空
い
て
い
る
手
で
カ
メ
ラ

を
押
さ
え
つ
け
る
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。
ブ
レ
を
防
い
で

こ
そ
シ
ャ
ー
プ
な
写
真
と
な

る
。

特
長
を
生
か
し
て

結
果
を
出
そ
う

い
ず
れ
に
せ
よ
中
判
カ
メ

ラ
の
特
長
を
生
か
し
て
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

新
し
い
発
見
を
得
て
写
真
へ

の
興
味
も
一
段
と
高
ま
る
と

思
う
。
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ

も
、
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
中

判
カ
メ
ラ
の
魅
力
は
捨
て
が

た
い
も
の
が
あ
る
。

「
も
う
一
味
濃
い
写
真
を

！
」
と
願
う
の
は
写
真
を
撮

る
も
の
の
共
通
の
思
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
中
判
カ
メ
ラ

を
試
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。

中
判
カ
メ
ラ

特
徴
を
生
か
し
て
使
い
こ
な
そ
う

佐
々
木

康
照

撮
影
ス
ポ
ッ
ト

松
川
渓
谷
か
ら
八
幡
平
へ

写
真
・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

日
本
の
カ
メ
ラ
技
術
は
お
も
し
ろ
い

前
回
の
ク
イ
ズ
に
は
手

ご

た
え
が
あ

り
ま
し

た

か
。
さ
て
回
答
に
書
く
と

な
る
と
、
あ
い
ま
い
な
記

憶

の
整
理
が
必
要
と
感
じ

ま
し
た
。
「
火
を
熾
す
」

な
ん
て
、
漢
和
辞
典
を
出

し

、

よ
う
や

く
「

お
こ

す
」
と
読
む
ら
し
い
と
分

る

。

写
真
で

「
火

を
熾

す
」
っ
て
何
？
フ
ラ
ッ
シ

ュ

、
そ
れ
と
も
ス
ト
ロ
ボ

か
な
と
連
想
し
て
み
る
。

さ
ら
に
、
３
２
８
も
心
当

た
り
が
な
い
。
口
に
だ
し

て
み
る
っ
と
、
ベ
テ
ラ
ン

氏
、
「
重
く
て
な
あ
ー
」

と
い
う
。
な
あ
ー
ん
だ
、

３
０
０
ミ
リ
、
Ｆ
2.

8
の

高
級
レ
ン
ズ
。
私
に
は
果

た
せ
な
い
世
界
で
し
た
。

錆

付
い
た
頭
を
振
り
動
か

し

て
く
れ
た
ひ
と
時
で
し

た
。出

題
者
の
丸
山
慎
一
幹

事

長
か
ら
ク
イ
ズ
の
回
答

を

頂
い
て
お

り
ま
す

の

で
、
会
報
に
同
封
し
て
お

り
ま
す
。

専
門
的
な
（
お
宅
的
な

か
な
？
）
言
葉
が
沢
山
載

っ

て
い
ま
す
の
で
結
構
お

役

に
立
つ
の
で
は
！
と
思

い
ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な

っ

て
専
門
用
語
を
使
い
ま

わ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

か
な
り
ベ
テ
ラ
ン
の
カ

メ

ラ
マ
ン
だ
な
と
周
囲
の

人

か
ら
見
ら
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
！

丸
山
幹
事
長
さ
ん
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

会
津
若
松
市
内
に
あ
る
末
廣

酒
造
「
嘉
永
蔵
（
か
え
い
く

ら
）
」
は
、
通
り
に
面
し
た
蔵

の
白
壁
と
、
木
造
の
大
き
な
建

物
が
レ
ト
ロ
な
感
じ
。
建
物
の

あ
い
だ
に
「
嘉
永
蔵
」
の
入
口

が
あ
る
。
一
歩
中
に
入
る
と
酒

蔵
の
た
た
ず
ま
い
の
ま
ま
で
、

な
つ
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
博
物
館

は
奥
の
一
角
に
あ
り
、
入
口
も

蔵
の
大
き
な
扉
で
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
目
の
前
に
大
型
の

暗
箱
カ
メ
ラ
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
型
四
つ
切
写

場
用
暗
箱
カ
メ
ラ
（
長
岡
製
作

所
製
）
で
す
。
昭
和
初
期
か
ら

５
０
年
間
写
真
館
で
実
際
に
使

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
展
示

場
の
左
右
に
大
き
な
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
が
８
個
づ
つ
並
ん
で
い
ま

す
。
中
に
は
タ
イ
プ
別
、
年
代

別
に
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
お

り
、
説
明
書
き
も
分
か
り
易
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
福

島
市
在
住
の
「
篠
原
昭
市
」
氏

の
趣
味
が
高
じ
て
買
い
集
め
た

も
の
で
、
約
６
０
０
台
の
展
示

台
数
と
収
蔵
種
類
を
見
て
も
、

完
治
不
能
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ

ラ
病
で
、
投
与
し
た
資
金
も
大

変
な
金
額
で
あ
っ
た
と
想
像
で

き
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和
、
平

成
に
い
た
る
カ
メ
ラ
歴
史
を
実

物
で
観
賞
で
き
る
博
物
館
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
フ
ァ
ン
必

見
で
す
。

（
丸
山

慎
一
）

写

真
美

術

館
め

ぐ
り

嘉
永

蔵
・

末

廣
ク

ラ
シ

ッ

ク
カ

メ
ラ

博
物

館

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
博
物
館
案
内

福
島
県
会
津
若
松
市
日
新
町
十
二
ノ
三
十
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
２
４
２-

２
７-

０
０
０
２

入
場
料
・
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
円

営
業
時
間

9
〜
17
時
、
年
中
無
休

蔵
内
に
は
売
店
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
蔵
喫
茶
「
杏
」

な
ど
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。


